
資料４ 

 

北町３丁目地区及び花園５丁目地区に係る今後の進め方について 

 

 

１ 基本的な考え方 

北町３丁目地区及び花園５丁目地区については、いずれも都市計画法第２１

条の２に基づく用途地域の変更提案を受けた案件ですが、地区の現況、課題及

び見直しの方向性はそれぞれ異なることから、今後の整理及び検討については、

各地区の状況に応じて進める必要があります。 

このため、今後については、今回の審議会における意見を踏まえながら、北

町３丁目地区については地区全体の土地利用構想の整理を先行し、花園５丁目

地区については第一種住居地域への見直しに向けた都市計画変更案の作成を進

めることを基本として、必要な検討を進めます。 

 

２ 北町３丁目地区の今後の進め方 

北町３丁目地区については、工業地域に指定されているものの、現況として

は工業系土地利用の集積が十分とはいえず、沿道サービス施設、住宅、未利用

地等が混在している状況にあります。 

また、提案区域の設定、上位計画との整合、周辺環境への影響等について、

引き続き丁寧な整理が必要です。 

このため、北町３丁目地区については、地区全体を対象とした土地利用構想

を整理した上で、用途地域見直しの必要性及びその内容を検討することを基本

として進めます。 

 

今後は、主として次の事項を整理します。 

 

（１）現況土地利用及び地区特性の整理 

地区全体の土地利用状況、工業系土地利用の立地状況、未利用地の分布、

沿道利用の状況等を整理します。 

 

（２）土地利用構想並びに計画区域等の整理 

地区全体としての土地利用の方向性を整理した上で、見直し対象区域の範

囲、準工業地域への見直しの要否及び必要に応じた特別用途地区の活用可能

性等を整理します。 

 

（３）上位計画及び周辺環境との関係整理 

区域マスタープラン及び町マスタープランとの整合を確認するとともに、

交通、生活環境、既存事業者等への影響を整理します。 

 



３ 花園５丁目地区の今後の進め方 

花園５丁目地区については、第一種低層住居専用地域に指定されているもの

の、現況として低層住宅地としてのまとまりある形成が十分とは言い難く、周

辺の用途地域や道路条件を踏まえると、現行用途地域の指定が地域の実態に即

していない面があります。 

また、資料３で整理したとおり、花園５丁目地区の一部については、第一種

住居地域への見直しを進めることが適当であると考えられます。 

このため、花園５丁目地区については、現況土地利用、周辺用途地域及び道

路条件等を踏まえ、第一種住居地域への見直しに向けた都市計画変更案の作成

を進めることを基本として進めます。 

 

今後は、主として次の事項を整理します。 

 

（１）現況土地利用、周辺環境及び上位計画との関係整理 

地区内外の土地利用状況、住宅地としての形成状況、未利用地等の分布、

周辺用途地域との関係及び町マスタープランにおける位置づけとの関係を整

理します。 

 

（２）計画区域及び用途地域見直し内容の整理 

対象区域の範囲、第一種住居地域への見直しの内容、道路境界その他の地

形地物との整合性を整理します。 

 

（３）都市計画変更案の作成に向けた整理 

用途制限の見直しにより想定される影響を整理し、住環境との調和を図る

ために必要な配慮事項を確認しながら、次回予備審査に向けた都市計画変更

案の作成を進めます。 


